
                   
 

２０２２ 鈴鹿クラブマンレース 
Ｓ－ＦＪ 鈴鹿シリーズ 第１戦 

２０２２年 ２月 ２７日  天候:晴れ  参加２４台 

 

今年も全国７サーキットで開催されるスーパーＦＪレースだが、その開幕戦となる

レースが鈴鹿サーキットにて幕を開けた。 

今年もベテランドライバーの参加、そして何よりも元気の良い若手ドライバーと新

人ドライバーの活躍が目覚ましく、ハイレベルで見ごたえのあるレースが展開さ

れた。 

 

今年最初のスーパーFJ は鈴鹿サーキットから「鈴鹿クラブマンレース Round 1」として開催され
た。話題となったのは、今年からコントロールタイヤがダンロップに変更されたことだ。ダンロ
ップから供給されるタイヤは、見た目こそ従来とまったく変わらないものの、やはりメーカーが
違えば、特性には違いがあるはず。そこでチャンピオンとして継続参戦を決めた、岡本大地選手
（FTK・レヴレーシングガレージ）にさっそく話を聞いてみた。 
「いちばん違うのはピークのグリップ。ダンロップの方が 1 秒ぐらい速くて。グリップ感も強烈
だし、横剛性もすごく感じられるんですけど、以前のタイヤと違うのは計測４周目、５周目ぐら
いで、いきなり落ちちゃう。グリップダウンがある感じで、急にコンマ 5 秒落ちちゃうんです。
そこが難しくて、予選ではコンマ 5 秒落ちる前に、ピークを使わなきゃいけないので」 
コースの全長にもよるだろうが、鈴鹿の 4∼5 周は時間にして 10 分程度ということになる。最近
の予選は 15 分間で行われることが多いので、短いサーキットであれば、もう少し周回を重ねら 
 



 
れようが、いずれにせよ計測時間をいっぱいに使って、最後にベストタイムを出すという、従来
の走り方が通用しなくなりそうだ。セッティングに変化は生じるのだろうか？ 
「タイヤ自体は横が硬くて、あんまりよじれないんです。横は倒れ込まない感じがするので、そ
こはすごくセットも変えましたし、変えなきゃタイヤに入力行かないようなセットになっていま
す。今まではキャンバーをつければつけるほど良かったんですけど、そこの部分がちゃんと面が
当たらないようになってきたので、だいぶ立てる方向になってきました。レーシングタイヤっぽ
くなってきたので、入門カテゴリーとしては少し難しくなったかもしれません」 
セッティングに関しては、チームそれぞれ試行錯誤の最中だろう。だが、先に述べてもらったピ
ークグリップの違いによる扱い方は、ドライバーに負担を強いらせそうだ。例えば予選で赤旗が
出たら、まだピークグリップが保たれているタイミングであっても、中断の間にタイヤが冷えて、
もうタイムが出なくなる可能性もないとは言い切れない。だから岡本選手は「予選ではタイム差
がつくけど、決勝はたぶん全員同じペースになるんじゃないかな、という気がします」と語って
いた。果たして、実際のところは……。 
 
≪公式予選≫ 
開幕戦のエントリーは 25 台だったが、このうち 1 台が金曜日の練習でクラッシュしていたため、
予選は 1 台減の 24 台で競われた。余談ながら、その 1 台が孤軍奮闘の R&D 10V だったため、ス
ーパーFJ 史上初めてのワンメイク状態、ミスト KK-SII 勢だけのレースともなった。 
さて、そのタイムの出方は？ 昨年の開幕戦ポールは岡本選手で、その時に記された 2 分 14 秒
080 がターゲットタイム。最初の計測ラップでトップに立ったのは（森山）冬星選手
（DIXCEL/ROYAL/MYST）で、まずは 2 分 17 秒 708 をマークする。計測２周目には冬星選手が
2 分 13 秒 828 で、引き続きトップを守るとともに、ターゲットタイムをクリア。そして計測３
周目には 2 分 13 秒 724 に、わずかながらもタイムを詰めてきた。そして、残り 6 分を切ったと
ころで、早くもピットに戻ってくる 
一方、岡本選手は？ 少ないアタックラップを見越し、他のドライバーより遅れてコースイン。
早々に戻ってくるドライバーもいるから、よりクリアラップが取りやすい状態だった。実際、冬
星選手が戻ってきたタイミングが、岡本選手にとって計測３周目。そして 2 分 13 秒 953 で２番
手に。ところが、さらにもう一発……というタイミングで１コーナーでコースアウトした車両が
あって、黄旗が提示される不運が。この周は諦め、計測５周目に再びトライした岡本選手だった
が、タイヤのピークは過ぎて 2 分 14 秒 267 を出すに留まり、冬星選手に続く２番手となった。 
そして３番手から６番手には、鈴鹿シリーズ初参戦となる大木一輝選手（M2 KK-SII）、卜部和久
選手（MYST KK-SII）、山本聖渚選手（MYST KK-SII.Team Sena）とフレッシュな顔触れが並び、
それぞれタイムは 2 分 14 秒 062、2 分 14 秒 703、2 分 14 秒 706 をマーク。これに２年目の居附
明利選手（SAccess Racing ES）が 2 分 14 秒 715 で、そして高木悠帆選手（MYST KK-SII）が 2
分 14 秒 734 で続いていた。 
ちなみに上位陣はアウトラップを含め、５周から６周の周回に留めていたものの、中団以下は周
回も多めで、かつ終盤にベストタイムを記していた。これはまぁ、慣れの問題というか、岡本選
手の指摘が正しかったことも示していよう。 
 
 



 
ポールポジション：冬星選手（MYST KK-SII） 
「今週末ずっと良かったので、タイムが出
ることは分かっていたから、位置取りかな
と思ってんですが、その位置取りもうまく
いって、すべてがハマったかなという感じ
です。新しいタイヤはアタックだとめっち
ゃいいタイムが出るんですが、決勝でタレ
るのが問題で。岡本選手はタイヤがタレて
からがうまいんで、なんとか粘れれば勝て
ると思っています。岡本選手を倒して、勢いをつけたいですね。（苗字の森山を外して）冬星だけ
にしたのはまったく意味なくて、ただミスりました（苦笑）。勝てれば縁起がいいと、そのままに
しようかと思っています」 
 
予選２番手：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 
「狙いとしては良かったんですけどね、ク
リアラップもしっかり取れるし。でも、これ
からって時に黄旗が出ちゃって、セクター
１だけ押さえて、セクター２と３で稼げば、
もしかしたら超えられるかと思ったんです
けど、ちょっと無理でしたね。リスク込みの
作戦だったんで、仕方ないです。ロングのシ
ミュレーション、昨日の練習２回目でして、
かなり良かったので、仕掛けるタイミング
も考えたりして、決勝には自信あります」 
 
予選３番手：大木一輝選手（M2 MYST KK-SII） 
「自分なりにはいいアタックができたんで
すが、セクター１とセクター４が全体ベスト
なのに、冬星くんに届かなかったのが悔しい
です。自分的には新しいタイヤの方がクルマ
に合っている気がしていて、他のチームより
ロングには自信を持っているので、決勝は落
ち着いて走れば、必ずチャンスあると思って
います。一昨年まで全日本カートをやってい
たので、今年はしっかり四輪でも結果を残すシーズンにしたいと思っています」 
 
≪決勝レース≫ 
予選と決勝レースのインターバルには通り雨があったり、吹く風は非常に冷た買ったりしたのだ
が、この時期としては異例とも言えるほど、この週末は柔らかい日差しに恵まれ、穏やかなコン
ディションとなっていた。予選同様、24 台が臨んだ決勝レースは、10 周での争いに。 



 
スタートを決めたのは岡本選手だった。鋭いダッシュの後、イン側のラインを変えずにしっかり
加速し、早々と冬星選手をパス。優るとも劣らぬロケットスタートで大木選手が、ふたりをアウ
トからかわそうとしたものの、行き場を失って軽くオーバーラン、この間に卜部選手と山本選手
の先行を許すこととなる。 
トップを奪われた冬星選手ながら、
岡本選手に少しも遅れることなく
続き、２周目の１コーナーではトッ
プを奪還。その後を卜部選手が単独
で追いかける。３周目には大木選手
が４番手に浮上するも、山本選手と
居附選手とのバトルはなおも続い
ていく。しかし、山本選手は後ろか
ら迫ってきたドライバーに、シケイ
ンで接触されてコースアウト。復帰
はなったものの、順位を大きく落とす。 
４周目、大木選手が１コーナーで３番手に浮上。直前にファステストラップを記していた勢いで、
トップのふたりとの差も詰めていく。これに気づいた岡本選手は、満を辞して６周目のシケイン
で冬星選手をパス。次の周には冬星選手が再逆転を１コーナーで狙うも、岡本選手はしっかりガ
ードを固めていた。 
その後はトップの岡本選手が徐々に逃げる中、激しくなっていたのが冬星選手、大木選手、そし

てファステストラップ、2 分 14 秒 192
を出していた居附選手の２番手争い。９
周目の１コーナーで居附選手にかわさ
れた大木選手は、セクター１での失速で
この争いから脱落するも、冬星選手と居
附選手はなおもバトルを繰り広げる。最
終ラップのスプーン進入で前に出た居
附選手ながら、バックストレートで冬星
選手が再逆転。 

その間に、岡本選手は 1 秒４にまで差を広げトッ
プでチェッカーを受けることとなった。 
4 位は予選８番手から３ポジションアップなった
岸本尚将（Tamayura athle ABBEY KK-SII）が獲得
し、大木選手、卜部選手の順でゴールした。 
鈴鹿シリーズの第 2 戦は 4 月 10 日に、西コース
で開催される。成長著しい若手ドライバーたちの
さらなる躍進が見られるのは今回のレースから
確実視されるところだが、一方で今年も岡本選手の進撃は続くのか、見どころは満載だ！ 
 



 

 
 
ウィナー：岡本大地選手（FTK・レヴレーシングガレージ） 
「冬星選手の後ろで様子をしばらく見ていて、後ろを引き離してから勝負しようと思ったんです
が、思ったよりも後ろの集団のペースが良かったんで、ちょっとやばいなと思って、仕掛けてい
きました。でも、いいところで抜けましたね。逃げ切れて良かったです！」 
 
2 位：冬星選手（MYST KK-SII） 
「めっちゃ悔しいんですけど、けっこうデータは取れたし、開幕戦を 2 位で終われたということ
は、全然チャンピオンの可能性が残っているので。チャンピオンは絶対獲りますので、もう、こ
の悔しさを糧に。こんな素晴らしいマシンを作ってくれたチームに感謝して、これからもしっか
り練習して頑張ります」 
 
3 位：居附明利選手（SAccess Racing ES） 
「ファストラップは出せました。予選はセッティングがあんまり出ず、行き当たりばったりでや
っていたので、タイムは出せなかったんですが、決勝で改善できたので、タイムが伸びて良かっ
たです。それだけに予選がもう少し良かったら、全然優勝も狙えたのに。残念です」 
 
 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 



 


